
町内学校施設や保育所施設、体育施設、生涯学習施設等の
公共用施設にかかる運営経費に充当することにより、施設
の円滑な維持運営に資することを目標とする。

基金造成後5年以内

平成30年度基金造成額（交付金相当額）

基金の名称 伊方町電源立地促進対策交付金施設維持基金

基金の処分期間

基金事業の目標

電源立地地域対策交付金により造成した基金の公表

平成３１年３月末現在

基金の名称 伊方町電源立地地域対策交付金公共用施設維持運営基金

基金事業の概要

756,499,000円（756,499,000円）

町内の公共用施設を維持運営するために必要な人件費、光
熱水費等の経費に充当するため、本基金を造成。

平成30年度末残高（交付金相当額） 2,088,990,058円（2,088,990,058円）

基金の処分期間 施設が存続する期間

平成30年度基金造成額（交付金相当額）　　　―

平成30年度末残高（交付金相当額） 514,392,417円（514,392,417円）

基金事業の概要 旧電源立地促進対策交付金で整備した公共用施設につい
て、災害や老朽化等の事由によりその機能を十分に発揮で
きなくなった場合や現状のまま放置すれば老朽化、陳腐化
等によりその機能を十分に発揮できなくなる恐れがある場合
に、当該施設を原形に復するために必要な補修または当該
施設と一体的に整備した備品の更新若しくは修繕により低下
した施設の価値を回復するための事業にかかる経費に充当
するため、本基金を造成。

基金事業の目標 災害や老朽化等によりその機能を十分に発揮できなくなっ
た、または、そのおそれのある公共用施設を修繕・更新し、
原形に復旧させることにより当該施設の機能低下を防止し、
利用者の利便性向上を図ることを目標とする。

基金の名称 伊方町電源立地地域対策交付金施設維持補修基金

平成30年度基金造成額（交付金相当額）　　　―

基金事業の目標 災害や老朽化等によりその機能を十分に発揮できなくなっ
た、または、そのおそれのある公共用施設を修繕・更新し、
原形に復旧させることにより当該施設の機能低下を防止し、
利用者の利便性向上を図ることを目標とする。

平成30年度末残高（交付金相当額） 556,772,829円（556,772,829円）

基金事業の概要 電源立地地域対策交付金で整備した公共用施設について、
災害や老朽化等の事由によりその機能を十分に発揮できな
くなった場合や現状のまま放置すれば老朽化、陳腐化等に
よりその機能を十分に発揮できなくなる恐れがある場合に、
当該施設を原形に復するために必要な補修または当該施設
と一体的に整備した備品の更新若しくは修繕により低下した
施設の価値を回復するための事業にかかる経費に充当する
ため、本基金を造成。

基金の処分期間 施設が存続する期間


